
応 募 要 領

１．応募資格 京都産業大学の学部学生
２．応募要件 対象とする図書の所蔵は問わない。ただし、マンガ・雑誌・写真集

は除く。
使用する言語は、日本語とする。
文字数： 作品につき 字以上 字以内。
原稿は、所定の応募原稿様式 を使用して作成すること。
応募原稿様式（本学所定のマイクロソフト社 ファイル）は、
図書館 サイト から入手すること。
応募作品は本人のオリジナルであり、かつ未発表であること。
（解説等公開済文章の盗用や 等 を使った文章の作成をしない
ようにしてください）
その他：１人複数作品の応募可。ただし入選は１人１作品。
応募作品の著作権は京都産業大学に帰属する。

３．応募期間 年 月 日（月）～ 年 月 日（木）
４．応募方法 図書館 サイトから登録用 にアクセスして、 のユーザ と

パスワードを入力する。
応募用フォームの画面が表示されるので、必要事項を記入のうえ、
作成した「応募原稿ファイル」を提出する。⇒ 受付番号お知らせのメールが自動送信されます。

５．入選各賞 大 賞 名（表彰状＋副賞：図書カード 円）
優秀賞 名（表彰状＋副賞：図書カード 円）
佳 作 名（表彰状＋副賞：図書カード 円）
その他京都産業大学同窓会、協賛各社より賞品あり。

６．入選発表 年 月 日（水）
図書館内に掲示。 、図書館 サイトに掲載する。

７．表 彰 式 年 月下旬（予定）※入選発表時に案内します
８．選考委員 図書館長（教員）・図書館委員（教員）・図書館職員
９．公 開 『 京都産業大学図書館報』 増刊号（図書館 サイトで公開）

に学部・氏名等と合わせて入選作品と講評を掲載する。

第 20 回 「京都産業大学図書館書評大賞」 に
応募しませんか？
～図書館書評大賞では、あなたの書評をお待ちしています！～

「書評」とは、刊行された図書について、その内容を客観的な立場から批評するものです。
図書を読みこなし、その内容を簡潔にまとめ、分析・評価を行ってください。図書の魅力や評
価のポイントを、主観的な本の紹介や感想だけで終えることなく、論理的、客観的に伝わる
ように表現してください。
書評を読んだ人が、「この本を読んでみたい！」と感じる、本の魅力を伝える作品をお待ち

しています。



引用のしかた

「書評」は読書感想文ではありません。次の点を意識して作品を完成させてください。
●体裁：文章の構成に留意して、読みやすい文章で表現してください。
●要約：図書の内容の要約または概要を盛り込んでください。
●批評：良い点・悪い点など、図書の魅力や評価のポイントを明示してください。

書評を作成するにあたって、他人の書評やインターネット等からの盗用・無断借用は
厳禁です。盗用・無断借用が疑われる作品は選考から除外しますので、くれぐれもご注意
ください。
他人の文章を引用する際は、必ず本文中に引用であることが分かるよう明記してくだ

さい（引用部分は「 」を使って表記し、引用箇所がわかるように表現してください）。
詳しくは、「 引用の仕方（『 .』 , 増刊号 ）」をご覧ください。
*『 』バックナンバーは図書館 サイトに掲載しています。

Ｑ１ 書評を書くのに参考となる資料はありますか？
Ａ１これまでの入賞作品と選考委員講評が掲載された『 』増刊号を図書館 サイトに掲載

していますのでそちらを参考にしてください。
図書館 サイト 図書館刊行物 図書館報『 』
① 第 回～第 回図書館書評大賞の入賞作品と講評（『 』 増刊号）
②「読書感想文から書評へ 書評委員の期待すること」『 』 増刊号 ～
書評に関する資料を図書館内で展示しますので、そちらも参考にしてください！

Ｑ２ 応募要件の「未発表であること」とは何ですか？
Ａ２各出版会社等が行っている公募に応募した、または応募中の作品でないこと、新聞や雑誌等

に発表されていないもの、また仮に自分自身が書いたものでも、個人のブログ、 サイト
へのレビュー等に掲載していないものをさします。

Ｑ３ 応募原稿は所定ファイル以外を使用して作成してもよいですか？
Ａ３必ず図書館 に掲載の「応募原稿様式（ 所定様式）」を使用してください。

Ｑ４ 応募方法がよくわからないときは、どちらに聞いたらよいでしょうか？
Ａ４以下の図書館書評大賞事務局までお問い合わせください。

京都産業大学図書館書評大賞事務局（京都産業大学図書館内）

（取扱時間 平日 9:00～16:30）

書評大賞Webサイト


